
共生社会づくりを無理なく、自然に

共生社会づくりと障がい者の経済活動への参画を応援

福祉事業所とデジタル技術でつくられる

福祉事業所の商品・作品に触れて、その良さを感じてみてください



特定非営利活動法人 福祉と社会の架け橋について

福祉と社会の架け橋は、“共生社会づくりを無理なく、自然に” を理念として、

福祉施設が生む商品や作品の普及、収益化に向けた活動を行います

⾧年、全国的な課題となっている共生社会づくりや障がい者の工賃向上を中心とした社会課題に貢献するこ

とを目的とするNPOです。

福祉施設の商品に対する固定概念の払しょくに努めつつ、福祉施設が生む商品や作品の良さを知っていただ

けるよう普及を促し、収益化に向けた活動を行います。活動の理念を“共生社会づくりを無理なく、自然に”

として、日常の中で成果を見いだせる活動として、販売会や展示会の企画のほか、自治体・企業やスポーツ

クラブなどと連携した共創事業でグッズやノベルティ作成などにも取り組みます。また、それぞれの福祉事

業所が持つ強みを活かした共創事業の組成など、経済活動への参画の後押しとなる活動も行ってまいります。

2共生社会づくりを無理なく、自然に

福祉商品に交換できるデジタルギフトの普及活動

福祉施設が生産、製作する商品や作品の普及活動

福祉事業所と
連携した共創

福祉事業所と自治体・企業等との共創事業に関する活動
～活動内容～
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お菓子やおもちゃなど、

お好きなものをお選びください、

福祉事業所から、お届けいたします。

福祉事業所の

工夫や才能を活かした

商品・作品を届けたい

その思いをギフトに！

企業や団体の声～

事業と関係のない労力の捻出を

継続的に行うのは困難

（ノベルティに対するニーズ）

⇒ 送付や保管の費用が削減

⇒ スキームの多様化に対応

⇒ 省力化、多機能化

市民の声 ～

日常の接点がなく、

何があるのか、どこにあるのか知らない

福祉施設の声 ～

お客様が

福祉施設と縁のある方や

販売会場の職員など

限定的になりがち

企業や団体の声～

福祉商品を注文・採用したいが,

大量・安定の受注は敬遠される

福祉施設の声 ～

大量生産、安定供給ができないため、

企業や自治体との取引が難しい

― 特⾧ ―



◇活用企業・団体等のメリット

販促活動や福利厚生が社会貢献活動
になり、活動の価値が向上

◇利用者（市民。顧客）のメリット

負担感なく社会貢献活動へ参画でき、
商品を通じた福祉施設との接点創出
で相互理解を深耕

◇福祉事業所のメリット

負担感が少ない販路の追加が、新た
な顧客との接点を生み、工賃向上・
売れる喜びを利用者に提供、店頭交
換機能の追加で集客にも役立ちます。

社会貢献ツール
として活用

お客様へのプレゼントや職員の福利厚生、オリジナルのグッズとしてご利用いただくことも可能です、

今まで福祉と縁のなかった人も福祉とつながる仕組みとなります。

福祉事業所
・支援団体

・共創先さま など

イベントや契約の

プレゼントなどで

付加価値をつけた

グッズにして販売

企業や団体

・自治体など

販売
・
紹介

・銀行・証券・保険
・スポーツ・冠婚
・不動産・商店会
・公的イベント 等

交換事業所へ

送金 福祉と社会の
架け橋

ギフト

利用者
福祉事業所

さま

ギフト

を交換

― スキーム ―



福祉の課題を
デジタルで対応

大量注文、安定教習、短期の納期など、福祉商品の販売では対応が困難であった取引をデジタル化したギ

フトを介在させることで受け入れを可能としております。

・QRコードを読み取ることで
ギフトを取得できます

・店頭交換できる
場所を確認する
画面です

・店頭でお買物券
として交換（利用）
するときに使用する
画面です

・ＷＥＢで商品を
選んで交換する
画面です

・表示された商品
から、お好きな
ものをお選びいた
だけます

➀
➁
③

― 機能 ―



企業も利用しやすい
デジタルのギフト

粗品や景品、謝礼品など、様々な場面でご利用いただけるよう、ギフトの金額設定が可能です、納品の方

法は２種類を定番として準備しております。

備考
内訳

販売価格納品方法ギフト種類 印刷代金
（税込１枚）

ギフト
（非課税）

※未交換費用返金あり
の場合、ギフト代金の
10％を加算

※ギフト販売及び購入者の
紹介者へギフト代金の3％
を提供

－1,000１，０００URLｺｰﾄﾞ

１０００（例） 551,000１，０５５ﾒｯｾｰｼﾞｶｰﾄﾞ

実費1,0001,000 + 実費その他

※お品物と送料を合わせた金額設定となります
※発行元は株式会社青葉ギフトとなります



交換商品セレクション
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（参考） 利用実績実績

福祉新聞（2024年9月24日号）に、福祉作業所の製品に
交換できるギフトとして記事掲載いただきました。こ
れまで、障害福祉と縁のなかった人とのつながりがで
きたこと、お年寄り向けのスマホ講座で利用されたこ
となどを紹介いただいてます。

川崎市が主催する「川崎フロンターレのレジェンド中
村憲剛さんとの歩数対決! in かわさきTEKTEK 」のプレゼ
ントに川崎版のギフトが採用されました。デジタルギ
フトの利点を活かしてアプリの通信機能でギフトを配
布いたしました。

（その他の主な採用先）

神奈川銀行 SMBC日興証券 大和證券 みずほ証券 センチュリー21 小田急SCD フェリカポケットマーケティング

鎌倉市など各地社会福祉協議会 川崎市など各地自治体 各地ボランティア団体 横浜などふるさと納税返礼品 など8
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法人名 特定非営利活動法人福祉と社会の架け橋

所在地 227-0034 神奈川県横浜市青葉区桂台2-13-25

電 話 045-878-0998

メール office@fs-kakehashi.com

Ｈ Ｐ https://fs-kakehashi.com/


